
「最近の若者は仕事をしない、できない」。その原因は、彼らが育ってきた環境にありました。

●彼らが20数年間で身につけたものは、単なる研修では変わりません。「トレーニング」で変えていくのが「社会人基礎力」強化プログラムです。

●成果をあげる人材に育てるプログラムです。

ゲーム・携帯・インターネット
友達とはゲームで対戦。クラスでは2～3人の小

集団で活動。高校時代から携帯を持っているの

で、親などの苦手な相手と会話しないで、話した

い相手とつながります。つまり、苦手な人とコミュ

ニケーションする経験が少ない。また、携帯メー

ルは「今こんなことしてる」など自分発信。相手

の感情に対する配慮に欠けます。

彼
ら
が
育
っ
て
き
た
環
境

現
状

一
年
後
の
状
態

少子化
両親や祖父母から愛情を注がれ、必要なものは

すべて与えられて育ってきたゆとり世代。欲しい

ものを手に入れるために、工夫したり発想したり

する必要もないため、「自分で考える」能力が低

下しています。また、過保護な環境で育てられた

ため、失敗経験が少なく、環境の変化にも弱い

傾向があります。

バブルの崩壊
大手企業の倒産、リストラによる解雇など、バブ

ル崩壊後の日本経済は闇の中。そして、阪神大

震災、地下鉄サリン事件、若者による残虐な殺

人事件、アメリカの同時多発テロ…。こんな世の

中で育った彼らは将来に不安を抱えています。

何が起こるか分からない、永遠に続くものなん

てない。そう考えているのです。

ゆとり教育
知識を一方的に教え込む教育ではなく、子ども

たちの個性を伸ばす教育。その中で育った彼ら

は、「自分らしさを大切にしなさい」と教えられ、

「思うままにふるまうことが自分らしさだ」と思っ

て育ちました。何かを命令されるという経験が少

ないため、会社や上司から要望を突きつけられ

ると、戸惑ってしまいます。

ベンチャーブーム
20代のベンチャー企業経営者が連日メディアに

取り上げられ、短期間で急成長をとげる様子を

見て育った彼らには、「仕事に年齢は関係ない」

というイメージがあります。また、インターネット

の普及により情報が手に入りやすくなり、知識

が豊富に。「知っている」を「できる」と勘違いして

いる人も多いようです。

●コミュニケーションができる

●相手の立場に立てる

●自分から行動する

●発想力・創造力がある

●仕事は自分を成長させると思う

●やりたくない仕事でも

　 将来自分のためになると思う

●会社のためでなく自分のために頑張る

●自分らしさの発揮と

　 社会からの要望とのバランスがとれる

●社会の常識を知っている

●ビジネスマインドがある

「社会人基礎力」強化プログラム（1年間）

成果=能力×情熱×考え方

相手（顧客や社内の人間）の問題を解決できる　＝　売上（問題解決の報酬）と利益（問題解決のやり方）に貢献できる

●コミュニケーションができない

●相手の立場に立てない

　 （相手に対する配慮に欠ける）

●自分の立場も分からない

●自分から行動しない

　 （用意されているのがあたりまえ）

●発想力・創造力がない

　 （言われたことは真面目にやる）

●自分の成長には貪欲

●自分にとって無駄なことはしない

●やりたいことができる会社を選ぶ

●会社を信用していない

●自分らしさへのこだわりが強い

●社会からの要望に応えられない

●自由に振舞うのがいいと思う

●個性を否定されるとストレスに

●社会の常識を知らない

●年上に対する尊敬の念がない

●公私の区別がつかない

●ビジネスマインドがない

●プログラム設計・実施

●お問い合わせは

（株式会社ワーク　株式会社モヴ・メディア　ビジネスカウンセリング協会　デジタルハリウッド大学　正興ITソリューション株式会社）e-トレ・プロジェクト　

能力 情熱 考え方

会社は利益を追求する集団。利益に貢献できない人は、単なる「経費」です。では、どうすれば「経費」の人を「投資」の人に変えられるのでしょうか。売上や利益

に貢献できる人は、成果をあげる人。成果の種類は、会社や職種によって違いますが、会社の目標から逆算した個人の目標を達成することを成果と呼びます。

成果は、能力と情熱と考え方の掛け算。社会人基礎力強化プログラムは、成果をあげるための3つの要素をそれぞれに強めるものです。
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「自分で考えてやれ！」

と言ったら

会社に来なくなった。
言われたことは

真面目にやるけど

言わないとやらない。

無気力。どうすれば

ヤル気になるのか

分からない。

自分らしさを主張するが

他の人と違う扱いを受けると

不平を言う。

指示するときに

必ず「理由」を求めてくるので

イライラする。

新しいことに

チャレンジしようとしない。

失敗を極端に恐れる。

お客さまに

上から目線で話して

クレームになった。

自分に自信があって

上司の言うことを

きかない。

新
入
社
員
に

こ
ん
な
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

それは

社会人基礎力

の問題です。

●1年間のトレーニングで若手社員を戦力化
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